
食物経口負荷試験用食品

食事指導用食品
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医療従事者の方へ

使用方法 日々の負荷試験をさらに安全に

「食物経口負荷試験の手引き２０２０」において、少量（たまこな２５０）の負荷試験の適応があり、
安全性のためさらに量を減らして負荷試験をしたいと考えておられる場合にお使いいただけます。

〒650-0047 兵庫県神戸市中央区港島南町6丁目5-5 TEL 078-303-1500 FAX 078-303-1600 ✉ info@tamakona.com

医療機関様向け
たまこな２５

１０包入 3０包入

1包に卵タンパクを25mg（ケルダール法）含みます。
15分以上ゆでたゆで卵（全卵）約0.2g、かたゆで卵白として約0.13g
に相当します。卵黄成分、卵白成分を含みます。粉末の重量は、約2g/
包です。弱い甘みがあり、離乳食などに混ぜてお召し上がりください。

患者様向け
たまこな２５
３０包入

本製品を用いた食物経口負荷試験が陰性の患者様は、本製品を弊社ホー
ムページよりお買い求めいただけます。

使用方法 生後６ヵ月から開始の場合

たまこな２５（全卵0.2g相当）製品紹介

株式会社 たまこな

全卵0.2g相当

全卵1g～2g相当 全卵6g~30g相当

エビデンス：PETIT（プチ）研究とは

誘発症状や

湿疹、離乳

食の進み具

合の確認等

フォローアップ

（月１回程度）

フォローアップ

（月１回程度）

誘発症状や

湿疹、離乳

食の進み具

合の確認等

卵の摂取方法 研究用加熱全卵粉末を、生後 6 か月から極少量（卵として約 0.2g 相当、た
まこな２５に相当）、生後 9 か月 からは約 5 倍に増量（たまこな２５０の半量に相当）し
て、1 日 1 回摂取。食べ始めと増量する時は、負荷試験で安全を確認しました。比較対照と
して、同じ人数の赤ちゃんに、鶏卵を含まないパウダーを食べてもらいました。
結果 1 歳時点で、加熱全卵約 1/2 個相当に対してアレルギー反応を示した人数を比べたと
ころ、粉末を食べた群（介入群）では、アレルギー反応を認めた子どもの割合が少ないとい
う結果が得られました。

研究対象 生後数か月以内から痒みのある湿疹、アトピー性皮膚炎があり適切な
スキンケアとステロイド外用薬で、生後 6 か月までに湿疹を治すことができた赤ちゃん

食物アレルギーの診療で疑問があるという先生方向けに、弊社製品に関連する診療のご相談を、
食物アレルギー診療に精通した弊社提携の小児科専門医、アレルギー専門医がご回答いたします。
ご利用は無料です。ご希望の方は、下記メールアドレスよりご連絡ください。（患者様からの直
接の病状に関するお問合せはお答えしかねます）

※本研究の発表をうけて、2017年に日本小児アレルギー学会より「鶏卵アレルギー発症予防に関する提言」がなされて、鶏卵アレル
ギーの発症を予防するために、離乳食での鶏卵摂取を遅らせるのではなく、むしろ早期に微量摂取を開始することを推奨しています。
学会ホームページ上で確認することが可能です。
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Natsume O, Kabashima S, et.al. Lancet 2017より改変
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または固ゆで卵半分


